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★
ア
ロ
マ
教
室

　

７
月
14
日
、
10
月
31
日
、
佐
藤

恵
先
生
を
講
師
に
「
ア
ロ
マ
教

室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
ア
ロ
マ

と
は
何
か
、
効
能
、
活
用
の
仕
方

な
ど
を
学
び
な
が
ら
虫
よ
け
ス
プ

レ
ー
や
全
身
に
使
え
る
オ
リ
ジ
ナ

ル
ク
リ
ー
ム
と
リ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム

を
作
り
ま
し
た
。
ア
ロ
マ
オ
イ
ル

の
香
り
に
包
ま
れ
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
ひ
と
と
き
を
す
ご
し
ま
し
た
。

★
自
分
で
つ
く
る

　
　
　
　

Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
教
室

　

５
月
31
日
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
佐
久
の
会
員
の
方
々
を
講
師
に
、

「
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
教
室
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
と
は
、
Ｅ
Ｍ
菌

（
自
然
界
に
存
在
し
、
環
境
や
生

物
に
有
用
な
働
き
を
す
る
微
生

物
）
を
も
み
殻
、
ぬ
か
、
糖
蜜
と

合
わ
せ
て
発
酵
、
乾
燥
さ
せ
た
も

の
で
す
。

　

家
庭
菜
園
や
花
壇
に
施
す
優
良

な
肥
料
で
美
味
し
い
作
物
が
つ
く

れ
、
環
境
に
も
優
し
い
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

★
第
15
回
地
域
人
権
交
流

　
　

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　

６
月
２
日
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
お
互
い
の
交
流
を
深
め
、
併
せ

て
人
権
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
に
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
総
勢
29
名
が
集
い
、

会
場
と
な
っ
た
小
田
井
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
で
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
そ
れ
ぞ
れ
笑
い
声
や
、
仲
間
を

応
援
す
る
声
が
聞
か
れ
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

★
そ
ば
打
ち
体
験
教
室

　

11
月
30
日
、
臼
田
で
そ
ば
店
を

経
営
し
て
い
る
友
野
今
朝
治
先
生

を
講
師
に
、
「
そ
ば
打
ち
体
験
教

室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

先
生
か
ら
、
そ
ば
打
ち
は
粉
と

水
を
時
間
を
か
け
て
し
っ
か
り
混

ぜ
る
の
が
大
切
で
あ
る
な
ど
、
そ

ば
打
ち
の
「
こ
つ
」
を
教
え
て
い

た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
一
鉢
ず
つ
そ

ば
打
ち
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
予
防
の
た
め
、
残
念
な
が
ら
試

食
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
★
正
月
の
生
け
花
教
室

　

12
月
27
日
、
佐
藤
澄
子
先
生　

を
講
師
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

銀
柳
、
若
松
、
千
両
、
ス
カ
シ

ユ
リ
、
黄
菊
、
葉
ボ
タ
ン
、
ド
ラ

セ
ナ
サ
ン
デ
リ
ア
ー
ナ
を
思
い
思

い
の
花
器
に
生
け
て
、
お
正
月
を

迎
え
る
準
備
を
し
ま
し
た
。

　

個
性
が
生
か
さ
れ
た
と
て
も
素

敵
な
作
品
が
、
華
や
か
に
仕
上
が

り
ま
し
た
。

佐
久
市
中
央
隣
保
館

地
域
交
流
事
業

LINE受付始めています
　令和５年度より各教室の申し込みが、LINEから
もできる様になります。LINE申し込みの方法は次
の通りです。
　佐久市LINE公式アカウントのトーク画面を開き、
下のメニューから佐久市イベントの
『予約』をタッチし、その中から隣
保館や人権文化センターの『参加し
たい教室』を選択すると受付が始ま
ります。
①�メニューの「イベント予約」
をタッチ

②�佐久市イベントの「予約」
ボタンをタッチ
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★
や
さ
し
い
古
文
書
講
座

　

第
２
木
曜
日
午
後
、
岩
井
信
人

先
生
の
指
導
で
勉
強
し
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
後
期
の
郷
土
学
問
研
究

者
、
井
出
道
貞
（
臼
田
下
諏
訪
神

官
）
が
著
し
た
「
信
濃
奇
勝
録
」

を
読
み
と
い
て
い
ま
す
。

　

古
文
書
は
、
へ
ん
体
仮
名
が
多

く
、
漢
文
の
形
で
記
さ
れ
て
い
る

箇
所
も
あ
り
ま
す
が
、
先
生
の
指

導
の
も
と
、
古
代
に
思
い
を
は
せ

な
が
ら
勉
強
し
て
い
ま
す
。

★
初
級
パ
ソ
コ
ン
教
室　

　

第
１
・
３
火
曜
日
の
午
後
、
隣

保
館
職
員
が
講
師
と
な
り
全
９
回

実
施
し
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ド
と
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
を

学
び
ま
し
た
。

★
実
用
書
道
講
座　

　

第
２
・
４
木
曜
日
夜
、
岩
井
一

郎
先
生
の
指
導
で
勉
強
し
て
い
ま

す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
青
天

を
衝
け
」
で
渋
沢
栄
一
が
内
山
を

越
え
る
際
に
読
ん
だ
漢
詩
「
内
山

峡
之
詩
」
を
中
心
に
手
習
い
し
て

い
ま
す
。

★
ヨ
ー
ガ
健
康
教
室

　

第
２
・
４
月
曜
日
の
午
後
、
臼

田
貴
子
先
生
の
指
導
で
実
施
し
ま

し
た
。

　

日
頃
疲
れ
た
心
身
の
健
康
と
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
を
目
的
に
、
そ
れ
ぞ

れ
受
講
生
の
状
態
に
合
わ
せ
無
理

を
せ
ず
、
ゆ
っ
く
り
、
気
持
ち
よ

く
体
を
整
え
て
い
ま
す
。

★
手
話
教
室��

　

第
３
土
曜
日
の
午
前
、
岡
村
真

奈
美
先
生
、
松
川
た
か
子
先
生
を

囲
ん
で
手
話
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
教
室
の

雰
囲
気
の
中
、
楽
し
み
な
が
ら
日

常
会
話
を
中
心
に
手
の
動
き
や
表

情
も
豊
か
に
会
話
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
練
習
の
成
果
を
11
月
20
日

開
催
の
人
権
・
男
女
共
生
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
も
発
表
し
ま
し
た
。

★
生
け
花
教
室　

　

第
４
木
曜
日
の
午
後
、
佐
藤
澄

子
先
生
の
指
導
で
、
四
季
折
々
の

花
に
触
れ
な
が
ら
、
基
礎
を
学
び

応
用
し
て
、
生
け
花
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

 

★
絵
手
紙
教
室

　

第
３
水
曜
日
・
木
曜
日
の
午
後
、

２
教
室
に
分
か
れ
て
岩
本
幸
枝
先

生
の
指
導
で
、
絵
手
紙
を
描
い
て

い
ま
す
。

　

季
節
の
野
菜
や
花
、
身
近
な
生

き
物
や
風
景
な
ど
を
画
材
に
し
、

ぬ
く
も
り
や
あ
た
た
か
さ
、
自
分

の
思
い
を
絵
と
詩
に
た
く
し
ま
す
。

★
手
芸
教
室��

　

第
２
水
曜
日
の
午
後
、
横
澤
洋

子
先
生
の
指
導
で
、
ポ
ー
チ
や
財

布
、
バ
ッ
グ
や
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
な

ど
を
製
作
し
て
い
ま
す
。

家
族
映
画
会

　

一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
尊
重
し
、

い
じ
め
や
差
別
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
く
た
め
、
12
月
４
日
に
、

家
族
映
画
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
初
の
試
み
と
し
て
佐
久
市

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
イ

ベ
ン
ト
予
約
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
申
込

受
付
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
映
画
会
を
通
し
て
「
家
族

の
絆
」
や
「
思
い
や
り
」
、
「
人

権
」
に
つ
い
て
、
ご
家
族
や
お
友

達
同
士
の
話
題
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。　

地
域
交
流
促
進
事
業

臼
田
人
権

文
化
セ
ン
タ
ー
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★
地
域
交
流
会

　

音
楽
を
通
し
て
交
流
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
地
域
交
流
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

音
楽
教
室
で
は
、
今
年
度
か
ら

合
唱
だ
け
で
は
な
く
、
ウ
ク
レ
レ

の
演
奏
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

合
唱
や
ウ
ク
レ
レ
の
演
奏
を
通

し
て
、
参
加
者
同
士
の
良
い
交
流

の
場
と
な
り
ま
し
た
。

★
高
齢
者
健
康
料
理
教
室

　

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
「
長
生

き
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

栄
養
士
の
指
導
の
も
と
、
参
加

者
同
士
協
力
し
合
い
、
健
康
的
で

簡
単
に
で
き
る
料
理
を
習
い
ま
し

た
。
ま
た
、
保
健
師
に
よ
る
健
康

相
談
を
行
い
ま
し
た
。

　

11
月
に
は
研
修
を
行
い
、
「
浅

間
縄
文
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
見
学

し
ま
し
た
。
縄
文
時
代
の
人
々
の

生
活
ぶ
り
や
浅
間
山
の
噴
火
な
ど

を
学
習
し
ま
し
た
。
特
に
、
「
よ

み
が
え
っ
た
５
０
０
０
年
前
の
縄

文
女
性
」
の
復
元
展
示
品
の
前
で

は
、
足
を
止
め
て
展
示
品
に
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。

　

料
理
教
室
や
研
修
を
通
し
て
、

会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

★
書
道
教
室

　

毎
週
月
曜
日
の
夜
、
中
学
生
以

上
を
対
象
に
寺
尾
賢
明
先
生
の
指

導
で
、
ま
た
毎
週
水
曜
日
の
午
後

は
小
学
生
を
対
象
に
寺
尾
瑠
美
子
、

町
田
輝
子
両
先
生
の
指
導
で
、
書

道
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

小
学
生
を
対
象
に
し
た
書
道
教

室
で
は
、
保
護
者
も
お
子
さ
ん
と

一
緒
に
練
習
し
て
い
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

★
手
芸
教
室

　

毎
月
第
１
木
曜
日
に
手
芸
教
室

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
小
山
三
保
子
先
生
の
指

導
で
、
バ
ッ
グ
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

や
干
支
の
人
形
な
ど
を
作
り
ま
し

た
。　
　

　

参
加
者
同
士
自
分
の
作
っ
た
作

品
を
見
せ
合
う
な
ど
し
て
、
お
互

い
に
製
作
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

★
児
童
英
語
教
室

　

浅
科
小
学
校
６
年
生
を
対
象
に

職
員
の
指
導
で
、
毎
週
火
曜
日
の

午
後
に
英
語
教
室
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

外
国
で
出
版
さ
れ
た
教
材
を
使

っ
て
集
団
授
業
形
式
で
行
い
ま
し

た
。
英
会
話
だ
け
で
は
な
く
、
読

み
書
き
の
練
習
も
し
ま
し
た
。

★
中
学
英
語
教
室

　

浅
科
中
学
校
の
生
徒
を
対
象
に

職
員
の
指
導
で
、
毎
週
火
曜
日
、

木
曜
日
及
び
金
曜
日
の
夜
に
英
語

教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

必
要
に
応
じ
て
休
日
に
も
実
施
し

ま
し
た
。

　

職
員
が
用
意
し
た
プ
リ
ン
ト
に

取
り
組
み
、
プ
リ
ン
ト
が
終
わ
っ

た
生
徒
か
ら
学
校
の
宿
題
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
自
分
の
課
題
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
生
徒
同
士
教
え
合
っ
て

い
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
学
３
年
生
を
対
象
に
、

英
語
の
課
題
を
終
え
た
後
に
、
国

際
理
解
教
育
を
兼
ね
て
、
外
国
に

つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

外
国
の
文
化
を
理
解
す
る
と
と
も

に
人
権
意
識
の
醸
成
に
も
役
立
ち

ま
し
た
。

★
絵
手
紙
教
室

　

毎
月
第
１
土
曜
日
の
午
後
に
、

絵
手
紙
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
月
第
３
月
曜
日
の
午
後

に
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

岩
本
幸
枝
先
生
の
指
導
で
、
季

節
の
花
や
果
物
を
描
き
ま
し
た
。

　

年
末
に
は
令
和
５
年
の
干
支
で

あ
る
う
さ
ぎ
も
描
き
ま
し
た
。　
　
　

★
生
活
人
権
相
談

　

相
談
事
業
を
地
域
に
広
げ
充
実

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
月
第
３

土
曜
日
の
午
後
に
、
浅
科
人
権
文

化
セ
ン
タ
ー
相
談
員
に
よ
る
、
生

活
人
権
心
配
ご
と
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
相
談
に
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

浅
科
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

地
域
交
流
事
業

地
域
福
祉
事
業

休
日
開
館
事
業

地
域
交
流
促
進
事
業
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★
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

毎
年
12
月
の
人
権
週
間
に
合
わ

せ
実
施
し
て
お
り
ま
す
も
ち
づ
き

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
子
ど
も

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

の
影
響
に
よ
り
本
年
度
は
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

★
高
齢
者
健
康
教
室

　

６
月
と
10
月
の
２
回
実
施
し
、

健
康
体
操
や
健
康
相
談
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
懐
か
し
い
歌
を
唄

い
フ
レ
イ
ル
体
操
を
し
て
心
と
体

の
活
性
化
を
図
り
ま
し
た
。
講
座

後
は
職
員
手
作
り
の
羊
羹
で
茶
話

会
を
し
ま
し
た
。

★
教
養
講
座

　

二
つ
の
教
室
が
あ
り
、
「
和
文

化
教
室
」
と
「
コ
ー
ラ
ス
教
室
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
和
文
化
教

室
」
で
は
お

茶
と
着
付
け

を
学
び
「
コ

ー
ラ
ス
教

室
」
で
は
基

本
と
な
る
発

声
方
法
を
学

び
、
楽
し
く

唄
い
ま
し
た
。

★
初
級
パ
ソ
コ
ン
教
室

　

６
月
か
ら
12
月
の
第
２
・
第
４

金
曜
日
の
午
後
に
実
施
し
、
ワ
ー

ド
と
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
を
学
び
ま

し
た
。
11
月
に
は
イ
ラ
ス
ト
を
入

れ
た
年
賀
状
や
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作

成
し
館
内
に
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

★
ヨ
ー
ガ
健
康
教
室

　

６
月
か
ら
２
月
ま
で
の
第
１
・

第
３
木
曜
日
の
午
後
に
ヨ
ー
ガ
を

実
施
し
ま
し
た
。
ヨ
ー
ガ
の
ゆ
っ

た
り
と
し
た
動
き
と
呼
吸
は
血
流

を
よ
く
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

日
々
の
健
康
に
役
立
て
ら
れ
る
教

室
で
す
。

★
手
芸
教
室

　

６
月
か
ら
毎
月
１
回
、
第
１
月

曜
日
の
午
後
に
開
催
し
ま
し
た
。

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
で
多
く
の
作
品
を

制
作
し
ま
し
た
。

★
大
人
の
ピ
ア
ノ
教
室

　

今
年
で
２
年
目
と
な
る
初
心
者

向
け
の
教
室
で
、
月
１
回
開
催
し
、

半
年
後
に
は
、

持
参
し
た
キ

ー
ボ
ー
ド
で

２
曲
弾
け
る

ほ
ど
に
上
達

し
ま
し
た
。

★
切
り
絵
教
室

　

今
年
度
か
ら
の
教
室
で
８
月
か

ら
12
月
ま
で
月
１
回
実
施
し
ま
し

た
。
細
か
い
と
こ
ろ
が
と
て
も
難

し
か
っ
た
で
す
が
、
繊
細
で
き
れ

い
な
作
品
が
完
成
し
ま
し
た
。

★
子
ど
も
会
と
の
交
流
会

　

毎
年
夏
休
み
に
地
域
の
方
々
と

解
放
子
ど
も
会
で
交
流
会
を
し
て

い
ま
す
が
、
本
年
度
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の

影
響
に
よ
り
、
中
止
と
な
り
ま
し

た
。

　　

平
日
に
時
間
が
取
れ
な
い
方
の

た
め
に
、
第
２
・
第
４
土
曜
日
に

生
活
・
人
権
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
当
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
手
話
教
室

　

耳
の
不
自
由
な
方
と
手
話
で
会

話
が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

第
２
・
第
４
土
曜
日
の
午
前
中
手

話
を
学
ん
で
い
ま
す
。
11
月
20
日

開
催
の
人
権
・
男
女
共
生
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
は
、

手
話
ダ
ン
ス
「

365

日
の
紙
飛
行
機
」

を
披
露
し
、
大
き

な
自
信
と
な
り
ま

し
た
。 

望
月
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

啓
発
・
広
報
活
動
事
業

地
域
交
流
促
進
事
業

地
域
交
流
事
業

休
日
開
館
事
業

地
域
福
祉
事
業
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資源保護のため
植物性インキ／再生紙を使用しています。 6

隣保館地域交流各講座へのお誘いカレンダー
令和５年度

市民の皆さんのご参加をお待ちしています。
参加申し込み・お問い合わせは、佐久市中央隣保館、各人権文化センターまでお願いします。
なお、新型コロナウイルス感染症の状況等により変更になる場合があります。

※教室により受付開始後すぐに定員に達することがあります。　　※電話が繋がりにくい場合がありますので、ご承知おきください。

生活・人権相談事業

貸館案内

　佐久市中央隣保館、各人権文化センターでは、「生活・人権相談窓口」を常時開設し、地域の皆さんの生活上の
相談や人権に関わる相談などに応じています。相談時間は下記のとおりです。

※秘密は厳守され、必要に応じて関係機関・施設などの紹介もおこなっていますのでお気軽にご相談ください。

※表紙の絵手紙は絵手紙教室講師 岩本幸枝先生の作品です。

　下記の施設では、会議室等の貸し出しをしています。ご利用ください。
　使用時は、事前申請が必要です。使用料は下記のとおりです。
 (新型コロナウイルス感染症、気象、災害の状況によっては、貸出を中止する場合があります。）

講座及び教室内容 日　　　時 講師・指導者 備　　考

６
２
ー
０
９
９
１

佐
久
市
中
央
隣
保
館

実用書道講座 ５月～２月 第２・４木曜日 午後５時30分～８時30分 岩井  一郎 先生 材料費等実費 （随時受付）
やさしい古文書講座 ５月～２月 第２木曜日 午後１時30分～３時30分 岩井  信人 先生 材料費等実費 （随時受付）
クラフト教室 ７月～11月 第１・３木曜日 午後１時30分～４時30分 菊地 たか子 先生 材料費等実費（サクライフ６月にて受付周知）

絵手紙教室 ５/17～12月 第１・３水曜日 午後１時～４時 岩本　幸枝 先生 材料費等実費（電話受付4/3・LINE受付4/３開始）

ヨーガ健康教室 
(望月人権文化センターと同時申込不可) ６月～３月第２・４月曜日 午後１時30分～３時 臼田　貴子 先生 申込受付５/９㈫　午前８時30分～正午

年間18回　受講料4,000円

手話教室　　　　　 ５月～３月 第３土曜日 午前９時30分～11時30分 岡村 真奈美 先生 
松川 たか子 先生 随時受付

初級パソコン教室
（ワード･エクセル・スマホ） ５月～12月 第１･３火曜日午後１時～４時 職 　 　 　 員 申込受付５/９㈫　午後１時～５時

ノートパソコン持参　テキスト代500円
和文化教室（着付け等） 6月～10月 第2・4火曜日 午後１時30分～３時30分 原　　幸子 先生 テキスト代3,850円　他必要な装備品実費

５
８
ー
２
０
３
９

浅
科
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

成人書道教室 毎週月曜日 午後７時～９時 寺尾　賢明 先生 小５以上対象　テキスト代実費

児童書道教室 毎週水曜日 午後３時～５時 寺尾 瑠美子 先生 
町田 　輝子 先生 年間テキスト代他 

絵手紙教室 第１土曜日、第３月曜日 午後１時30分～３時30分 岩本　幸枝 先生 材料費実費
手芸教室 第１木曜日 午後１時30分～３時30分 小山 三保子 先生 材料費実費
地域交流会 不定期（年間12回) 午前９時30分～午後２時 栄 養 士 　 他 料理（参加費300円）、音楽（無料）

５
１
ー
１
１
３
５

望
月
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

ヨーガ
(佐久市中央隣保館と同時申込不可) ６月～２月第１・３木曜日　午後１時30分～３時 井出 智衣子 先生 申込受付５/９㈫　午前８時30分～正午（抽選）

年間18回　受講料4,000円

コーラス ６月～12月　第２・４月曜日　午後１時30分～３時30分
（９月～11月は第１月曜日も実施） 小林 美智子 先生 申込受付5/9㈫　午後１時～

パソコン ６月～11月　第２・４金曜日　午後１時～４時 職 員 申込受付５/９㈫　午後１時～
ノートパソコン持参　テキスト代５００円

和文化（お茶・着付け）
６月～12月　第１火曜日　午後１時30分～３時30分 江戸千家大井清雪 申込受付５/９㈫　午後１時～

和菓子・お茶代500円令和６年　１月～３月　第２・４木曜日　午後１時～４時 森泉　聖子 先生

手話 第２・第４土曜日　午前９時30分～１１時30分 岡村 真奈美 先生
渡辺 　光子 先生 随時受付

佐久市中央隣保館 月曜日～金曜日　午前８時30分～午後５時15分 第３土曜日　午前９時～正午
浅科人権文化センター 月曜日～金曜日　午前８時30分～午後５時15分 第３土曜日　午後１時30分～４時30分
望月人権文化センター 月曜日～金曜日　午前８時30分～午後５時15分 第２・４土曜日 （１月は第２・３・４土曜日）  午前８時30分～午後５時15分
下越同和教育集会所 火曜日・木曜日　午前 10 時～正午

佐久市中央隣保館
☎62-0991

場　所 大会議室 会議室 生活改善室 料理講習室 ■貸出期間
　午前9時～
　午後10時
■申請受付
　午前８時30分～
　午後５時15分

使用料（１時間） 730円 200円 310円 410円
冷暖房設備（１時間） 250円 50円 50円 50円

望月人権文化センター
（望月交流センター）

☎51-1135

場　所 相談室 生活改善室 会議室１ 会議室２
使用料（１時間） 200円 310円 310円 200円

場　所 多目的利用室１ 多目的利用室２
使用料（１時間） 310円 310円

全講座LINEによる
申し込み可


